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婦

人

会

笠

岡

支

部

(

上

原

き

よ



支

部

長

)

は

、

婦

人

会

第

回

総

会

の

前

夜

、

４

月

101

18

日

午

後

７

時

か

ら

講

師

に

浅

野

福

太

郎

先

生

(

郡

山

大

･

摂

央

分

教

会

長

)

を

迎

え

「

お

か

え

り

講

話

」

を

開

催

、

約

人

が

参

加

し

た

。

150

終

了

後

、

同

委

員

部

有

志

に

よ

る

和

洋

菓

陽

気

ぐ

ら

し

を

広

げ

よ

う

お

帰

り

講

話

を

開

催

婦人会

子

、

ク

ロ

ワ

ッ

サ

ン

、

ワ

イ

ン

、

飲

み

物

、

お

つ

ま

み

等

の

模

擬

店

が

開

か

れ

賑

わ

っ

た

。本

年

６

月

日

(

日

)

に

開

催

す

る

婦

人

会

23

長

様

御

臨

席

第

回

笠

岡

支

部

総

会

ま

た

来

24

年

行

わ

れ

る

婦

人

会

創

立

周

年

記

念

総

110

会

･

第

回

総

会

を

目

指

し

て

の

ス

ロ

ー

ガ

102

ン

「

一

人

が

二

人

の

会

員

を

ご

守

護

頂

き

ま

し

ょ

う

」

に

向

か

っ

て

、

会

員

が

心

を

揃

え

て

歩

む

こ

と

を

誓

い

あ

っ

た

。

笠

岡

学

生

担

当

委

員

会

(

山

野

弘

実

委

員

長

)

は

、

４

月

日

詰

所

に

て

、

親

里

管

内

28

学

生

新

入

生

歓

迎

会

を

開

催

し

た

。

今

年

は

、

天

理

高

校

１

部

･

２

部

、

教

校

「

親

里

管

内

学

生

新

入

生

歓

迎

会

」

開

催

４

月

日

･

笠

岡

詰

所

28

学生担当委員会

学

園

、

白

梅

寮

、

専

修

科

、

天

理

大

学

の

学

生

、

人

が

参

加

し

た

。

15

歓

迎

会

の

挨

拶

で

は

、

大

教

会

長

様

が

、

親

々

に

感

謝

す

る

事

や

、

か

し

も

の

か

り

も

の

に

つ

い

て

述

べ

ら

れ

、

学

生

ら

は

熱

心

に

聴

き

入

っ

て

い

た

。

そ

の

後

は

、

親

睦

の

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

の

時

間

と

な

っ

た

。

参

加

者

は

学

校

生

活

や

部

活

動

な

ど

の

近

況

を

、

お

互

い

に

語

り

合

う

と

共

に

、

同

じ

笠

岡

に

繋

が

る

学

生

同

士

の

絆

を

深

め

た

。

大教会長様、明勇先生を囲んで

淺野先生の講話に耳を傾ける参加者
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年

余

り

続

い

た

平

成

が

令

和

に

年

号

が

30

変

わ

る

正

に

そ

の

記

念

す

べ

き

日

、

大

教

会

内

で

の

親

睦

を

図

る

た

め

の

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

が

茂

平

グ

ラ

ン

ド

に

て

行

わ

れ

た

。

当

日

様

々

な

行

事

の

多

い

中

、

少

数

参

加

が

予

想

さ

れ

た

が

、

親

睦

目

的

の

た

め

集

ま

っ

た

中

学

生

以

上

大

人

ま

で

が

人

、

小

85

学

生

以

下

も

人

を

超

え

大

変

賑

や

か

な

大

30

会

に

な

り

ま

し

た

。

結

果

は

優

勝

：

海

松

ヶ

岡

チ

ー

ム

、

準

優

勝

：

福

山

チ

ー

ム

、

３

位

：

久

松

チ

ー

ム

、

４

位

：

高

屋

チ

ー

ム

、

５

位

：

上

下

府

中

市

チ

ー

ム

、

６

位

：

東

ブ

ロ

ッ

ク

チ

ー

ム

で

し

た

。

参

加

･

来

場

し

て

く

だ

さ

っ

た

皆

さ

ま

、

当

日

食

の

美

味

し

い

カ

レ

ー

を

作

っ

て

下

150

さ

っ

た

婦

人

会

の

皆

さ

ま

、

前

日

か

ら

相

談

準

備

を

し

て

く

だ

さ

っ

た

ス

タ

ッ

フ

の

皆

さ

ま

、

雨

の

溜

ま

っ

た

グ

ラ

ン

ド

を

早

朝

か

ら

土

を

運

び

整

備

し

て

く

だ

さ

っ

た

有

志

の

方

々

、

本

当

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

(

運

営

委

員

上

原

志

郎

)

第

回

大

教

会

長

杯

12

親

睦

ス

ポ

ー

ツ

大

会

開

催

５

月

１

日

天候にも恵まれ、「親善」のソフトボール大会となりました

賞状･トロフィー･賞品の授与

老若男女･左打ち･教会長･･･打ったり捕られたり...
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＝

辞

令

＝

立

教

年

４

月

日

付

182

21

◎

登

用

承

事

森

本

忠

善

◎

職

制

人

事

神

事

部

部

長

岡

﨑

真

一

◎

教

人

資

格

講

習

会

(

全

期

)

修

了

者

立

教

年

５

月

日

終

講

182

11

神

驛

渡

邉

裕

也

◎

本

部

食

堂

ひ

の

き

し

ん

自

立

教

年

５

月

１

日

182

至

立

教

年

５

月

６

日

182

惠

陽

藤

本

道

喜

自

立

教

年

５

月

７

日

182

至

立

教

年

５

月

日

182

15

笠

尋

三

嶋

正

教

◎

教

祖

誕

生

祭

詰

所

受

け

入

れ

ひ

の

き

し

ん

自

立

教

年

４

月

日

182

17

至

立

教

年

４

月

日

182

19

・

東

ブ

ロ

ッ

ク

照

陽

剣

持

秀

子

大

教

会

だ

よ

り

四

月

月

次

祭

祭

文

こ

れ

の

笠

岡

大

教

会

の

神

床

に

お

鎮

ま

り

下

さ

い

ま

す

親

神

天

理

王

命

の

御

前

に

会

長

上

原

理

一

慎

ん

で

申

し

上

げ

ま

す

親

神

様

の

温

か

い

親

心

に

よ

る

御

守

護

と

お

導

き

に

よ

っ

て

日

々

は

結

構

に

恙

な

く

生

活

さ

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

特

に

今

は

桜

も

花

が

散

り

葉

桜

へ

と

変

わ

り

山

ツ

ツ

ジ

が

色

鮮

や

か

に

咲

き

誇

り

子

供

達

は

新

し

い

制

服

に

胸

躍

ら

せ

喜

々

と

し

て

学

校

や

職

場

に

足

運

ぶ

等

モ

ノ

ト

ー

ン

の

世

界

か

ら

色

鮮

や

か

な

春

爛

漫

の

季

節

を

お

与

え

下

さ

っ

て

お

り

ま

す

事

は

誠

に

有

難

く

勿

体

な

い

極

み

で

ご

ざ

い

ま

す

私

共

は

日

々

親

神

様

の

親

心

を

感

じ

な

が

ら

教

祖

が

お

付

け

下

さ

れ

た

陽

気

ぐ

ら

し

へ

向

か

う

ひ

な

が

た

の

道

を

わ

ず

か

で

も

通

ら

せ

て

頂

き

た

い

と

日

々

は

朝

に

夕

に

御

礼

申

し

上

げ

つ

つ

陽

気

ぐ

ら

し

を

目

指

し

た

す

け

の

輪

を

広

げ

る

べ

く

に

を

い

が

け

お

た

す

け

に

と

努

め

励

ま

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

又

先

日

十

八

日

の

教

祖

二

百

二

十

一

回

目

の

お

誕

生

日

に

は

誘

い

合

わ

せ

て

お

ぢ

ば

に

帰

ら

せ

て

頂

き

御

誕

生

祭

を

通

し

て

お

祝

い

を

申

し

上

げ

さ

せ

て

頂

き

翌

十

九

日

の

婦

人

会

総

会

に

も

参

加

さ

せ

て

頂

き

教

祖

に

お

喜

び

頂

き

ま

し

た

そ

の

中

今

日

の

吉

日

は

こ

れ

の

笠

岡

大

教

会

の

御

祭

り

日

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

お

つ

と

め

奉

仕

人

一

同

お

教

え

下

さ

っ

た

通

り

に

明

る

く

陽

気

に

勇

ん

で

坐

り

づ

と

め

て

を

ど

り

を

つ

と

め

て

四

月

の

月

次

祭

を

執

り

行

わ

せ

て

頂

き

ま

す

御

前

に

は

春

の

陽

気

に

誘

わ

れ

今

日

の

日

を

楽

し

み

に

寄

り

集

い

ま

し

た

道

の

子

供

達

が

相

共

に

お

歌

を

唱

和

し

日

頃

の

ご

高

恩

に

事

改

め

て

御

礼

申

し

上

げ

る

状

を

ご

覧

下

さ

い

ま

し

て

親

神

様

に

も

お

勇

み

下

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

さ

て

本

日

は

祭

典

に

引

き

続

き

少

年

会

で

育

成

講

習

会

並

び

に

実

技

研

修

会

を

さ

せ

て

頂

き

ま

す

道

の

将

来

を

担

う

子

供

達

を

道

の

子

供

と

し

て

育

て

て

い

く

事

の

大

切

さ

そ

し

て

そ

の

技

を

勉

強

さ

せ

て

頂

き

た

す

け

の

輪

を

広

げ

て

行

く

一

助

と

さ

せ

て

頂

く

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

又

今

月

二

十

九

日

は

全

教

一

斉

ひ

の

き

し

ん

デ

ー

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

世

界

中

で

よ

ふ

ぼ

く

信

者

が

共

に

勇

ん

で

ひ

の

き

し

ん

に

励

ん

で

い

る

事

を

感

じ

な

が

ら

誘

い

合

わ

せ

て

ひ

の

き

し

ん

に

汗

流

さ

せ

て

頂

く

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

更

に

は

又

来

月

は

直

轄

教

会

へ

の

巡

教

月

で

ご

ざ

い

ま

す

「

月

日

に

は

せ

か

い

ぢ

う

ゝ

ハ

み

な

わ

が

子

た

す

け

た

い

と

の

心

ば

か

り

で

」

の

親

心

を

い

か

に

我

が

心

に

持

ち

人

に

伝

え

広

め

て

行

く

か

を

共

に

考

え

共

に

実

行

し

て

い

く

事

を

誓

い

合

い

た

い

と

存

じ

ま

す

何

卒

親

神

様

に

は

親

心

を

絶

え

ず

見

つ

め

世

の

荒

波

に

耐

え

な

が

ら

た

す

け

一

条

に

邁

進

す

る

皆

の

真

実

誠

の

心

を

お

受

け

取

り

下

さ

い

ま

し

て

万

た

す

け

の

上

に

尚

も

自

由

の

御

守

護

を

賜

り

真

実

の

親

心

に

触

れ

一

列

兄

弟

の

理

に

目

覚

め

て

欲

を

忘

れ

て

助

け

合

う

人

が

弥

増

し

て

お

望

み

下

さ

る

陽

気

づ

く

め

の

世

の

状

が

一

日

も

早

く

実

現

し

ま

す

よ

う

お

導

き

の

程

を

一

同

と

共

に

慎

ん

で

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す
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・

西

ブ

ロ

ッ

ク

久

松

中

村

好

江

・

福

山

ブ

ロ

ッ

ク

福

山

田

中

舞

・

髙

屋

ブ

ロ

ッ

ク

稲

倉

大

月

道

昭

・

島

根

ブ

ロ

ッ

ク

照

雲

雜

賀

元

生

・

上

府

ブ

ロ

ッ

ク

甲

井

山

田

敏

教

◎

立

教

年

定

期

巡

教

182

福

山

上

原

繁

道

髙

屋

佐

藤

道

孝

神

邉

田

中

隆

之

島

根

大

教

会

長

様

久

松

大

教

会

奥

様

鶴

山

上

原

明

勇

弥

髙

山

田

中

隆

之

陽

備

大

教

会

長

様

摩

耶

上

原

繁

道

金

浦

大

教

会

奥

様

興

明

大

教

会

長

様

ひ

ろ

さ

と

大

教

会

奥

様

陶

山

田

中

隆

之

芳

井

上

原

繁

道

呉

照

上

原

明

勇

海

松

ヶ

岡

上

原

明

勇

東

悠

佐

藤

道

孝

吸

江

大

教

会

長

様

照

陽

上

原

明

勇

輝

美

濃

佐

藤

道

孝

新

山

邑

大

教

会

長

様

呰

部

佐

藤

道

孝

明

石

市

武

内

正

美

上

下

武

内

正

美

府

中

市

田

中

隆

之

東

城

門

脇

元

教

服

部

上

原

繁

道

島

中

上

原

繁

道

驛

家

上

原

繁

道

油

木

佐

藤

道

孝

葦

陽

大

教

会

長

様

湯

田

原

門

脇

元

教

備

中

上

原

繁

道

神

昭

武

内

正

美

美

之

郷

上

原

明

勇

錦

備

田

中

隆

之

谷

本

里

喜

男

氏

高

丸

分

教

会

長

４

月

日

出

直

さ

れ

ま

し

た

。

24

享

年

才

86

訃

報

立

教

百

八

十

二

年

四

月

月

次

祭

祭

典

役

割

表

祭

主

大

教

会

長

様

赤

木

素

志

賛

者

三

島

渉

上

原

繁

次

扈

者

中

村

道

德

指

図

方

上

原

繁

道

講

話

少

年

会

育

成

講

習

会

六

月

講

話

中

島

誠

治

区

分

坐

り

勤

前

半

後

半

役

割

佐

藤

道

孝

今

川

昌

彦

田

中

隆

之

地

方

上

原

志

郎

山

野

弘

実

渡

邉

隆

夫

武

内

清

明

森

本

忠

善

佐

藤

真

孝

大

教

会

長

様

田

中

隆

之

中

村

剛

上

原

繁

道

中

島

誠

治

三

島

渉

お

つ

と

め

吉

岡

壽

杉

原

博

之

横

山

逸

郎

て

を

ど

り

大

教

会

奥

様

内

海

安

子

武

内

正

美

田

中

ま

す

み

岡

﨑

豊

子

門

脇

加

津

虫

明

好

美

横

山

小

智

榮

田

中

つ

か

さ

笛

岡

﨑

真

一

吉

岡

誠

一

郎

上

原

繁

次

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

上

原

繁

次

高

木

昭

祥

岡

﨑

真

一

拍

子

木

森

本

忠

平

武

内

清

明

三

代

温

生

太

鼓

中

村

道

德

山

田

敏

教

岡

田

誠

す

り

が

ね

谷

内

伸

自

淺

野

明

教

虫

明

立

生

小

鼓

中

村

義

太

郎

上

原

浩

赤

木

素

志

琴

佐

藤

香

苗

谷

内

美

知

子

中

村

初

美

三

味

線

今

川

佐

智

子

森

本

冨

美

子

高

木

孝

子

胡

弓

上

原

順

子

三

島

照

美

山

野

な

つ
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運

転

士

さ

ん

と

福

満

分

教

会

福

島

悦

子

４

月

日

本

部

婦

人

会

総

会

後

、

記

念

講

19

演

に

移

る

前

、

私

は

聴

こ

え

な

い

の

で

、

バ

ス

乗

降

場

へ

行

っ

た

。

一

番

乗

り

で

、

し

ば

ら

く

、

運

転

士

さ

ん

と

二

人

の

み

の

沈

黙

が

続

く

。

ふ

と

、

運

転

士

さ

ん

は

、

朝

私

達

を

降

し

た

あ

と

ず

っ

と

こ

こ

に

い

て

、

退

屈

で

は

な

い

の

か

、

と

思

っ

た

。

「

バ

ス

を

離

れ

て

は

い

け

な

い

と

云

う

、

規

則

が

あ

る

の

で

す

か

」

、

と

訊

く

と

同

時

に

、

筆

談

用

具

を

出

す

と

「

バ

ス

の

出

入

り

の

移

動

が

あ

る

の

で

」

、

と

の

こ

と

だ

っ

た

。

「

本

部

へ

参

ら

れ

た

こ

と

あ

り

ま

す

か

」「

な

い

」

「

す

ぐ

そ

こ

が

本

部

な

の

で

す

が

」

、

私

が

留

守

番

す

る

か

ら

参

拝

し

て

来

な

さ

い

と

も

云

え

ず

。

こ

こ

ま

で

来

て

、

「

お

ぢ

ば

」

へ

参

ら

ん

と

は

、

知

ら

ん

と

は

。

何

と

も

、

も

ど

か

し

さ

に

、

耄

碌

し

て

い

る

脳

味

噌

が

も

う

ろ

く

ぐ

ら

ぐ

ら

動

き

出

し

、

人

、

一

人

お

ぢ

ば

帰

り

に

誘

う

に

は

容

易

で

な

い

、

裏

切

ら

れ

た

こ

と

、

成

功

し

た

こ

と

、

思

い

出

し

た

。

「

詰

所

か

ら

で

も

、

参

拝

さ

れ

た

ら

よ

か

っ

た

の

に

ね

」

と

切

り

出

し

て

。

日

光

見

ず

し

て

、

結

構

云

う

な

、

と

云

う

が

、

本

部

見

ず

談
話

室

し

て

、

結

構

云

う

な

で

す

。

一

度

、

運

転

士

で

は

な

く

、

乗

客

と

し

て

、

奥

さ

ん

と

一

緒

に

参

拝

し

な

さ

い

。

そ

の

価

値

は

、

十

分

に

あ

り

ま

す

。

教

祖

が

待

っ

て

い

ら

れ

ま

す

。

時

間

は

充

分

に

あ

る

。

私

は

、

本

部

の

建

物

の

こ

と

、

教

祖

の

こ

と

、

話

し

続

け

た

。

が

、

百

聞

は

一

見

に

如

ず

で

す

。

そ

こ

で

、

詰

所

の

先

生

方

や

、

団

体

係

の

方

に

、

運

転

士

さ

ん

を

、

本

部

参

拝

に

、

お

連

れ

し

て

欲

し

い

と

切

に

思

い

ま

し

た

。

惰

性

と

慣

性

稲

富

士

分

教

会

須

毛

田

英

尋

昨

年

甘

露

台

が

倒

さ

れ

た

節

に

ふ

れ

表

統

領

先

生

山

澤

先

生

の

こ

と

で

す

か

ら

信

仰

が

惰

性

に

な

っ

て

い

る

の

で

は

と

の

お

言

葉

が

あ

っ

た

。

惰

性

と

は

今

ま

で

の

力

で

暫

く

は

動

き

続

け

れ

る

が

、

い

つ

か

は

停

止

す

る

事

を

言

う

。

動

い

て

い

る

車

の

ア

ク

セ

ル

を

離

し

て

も

暫

く

は

動

き

続

け

る

が

い

つ

か

は

停

止

す

る

。

仕

事

も

惰

性

で

し

て

い

る

と

い

つ

か

は

無

く

な

る

。

信

仰

も

先

代

ま

で

の

お

陰

で

教

会

が

運

営

で

き

て

も

、

惰

性

で

や

っ

て

い

る

と

段

々

と

信

者

も

減

り

、

世

間

並

み

に

流

さ

れ

、

い

ん

ね

ん

が

再

び

目

を

覚

ま

し

、

末

の

細

道

に

な

ら

な

い

か

。

最

近

ご

本

部

が

元

一

日

の

お

言

葉

を

再

三

発

し

て

お

ら

れ

る

訳

が

こ

こ

に

あ

る

。

水

神

は

絶

え

ず

し

て

元

の

姿

に

あ

ら

ず

と

申

し

、

水

神

は

常

に

働

き

姿

を

変

幻

自

在

し

こ

の

世

を

生

き

生

き

と

さ

せ

て

下

さ

っ

て

い

ま

す

。

水

が

止

ま

り

よ

ど

む

と

く

さ

く

な

る

と

同

様

人

の

心

も

マ

ン

ネ

リ

化

し

て

く

る

と

心

が

腐

り

悪

い

嫌

な

こ

と

が

起

こ

っ

て

く

る

。

再

三

大

変

痛

い

目

に

あ

っ

た

我

が

身

で

あ

る

。

惰

性

心

に

打

ち

勝

つ

心

こ

そ

勇

み

心

す

な

わ

ち

慣

性

の

心

。

慣

性

と

は

私

達

が

毎

日

く

朝

昼

晩

を

迎

え

れ

る

の

は

、

大

地

が

欠

か

さ

ず

一

日

一

回

自

転

し

て

い

る

し

、

一

年

に

春

夏

秋

冬

と

迎

え

ら

れ

る

の

は

欠

か

さ

ず

一

年

に

一

回

太

陽

の

周

り

を

回

っ

て

い

る

か

ら

。

も

し

止

ま

る

と

大

地

は

混

沌

と

し

た

想

像

も

つ

か

な

い

地

獄

か

す

る

で

し

ょ

う

。

自

転

公

転

が

慣

性

の

世

界

。

神

は

慣

性

の

世

界

。

神

の

ご

守

護

も

常

に

変

わ

る

事

の

な

い

慣

性

の

世

界

。

人

は

や

や

も

す

れ

ば

年

を

と

っ

た

ら

楽

を

し

よ

う

と

思

い

勝

ち

に

な

る

が

こ

れ

は

惰

性

で

生

き

る

事

に

な

る

。

出

直

す

迄

生

涯

現

役

で

生

き

る

心

が

慣

性

の

心

。

自

教

会

の

会

長

様

は

才

に

な

ら

れ

る

が

支

部

の

他

の

前

会

長

さ

83

ん

か

ら

「

山

成

さ

ん

、

早

く

若

い

人

に

譲

っ

て

楽

に

な

り

な

さ

い

」

と

言

わ

れ

て

も

、

「

い

や

教

祖

は

現

身

を

隠

さ

れ

る

迄

一

日

な

り

と

楽

を

通

ら

れ

た

日

は

な

い

。

こ

の

ま

ま

続

け

て

い

く

」

と

頼

も

し

く

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

る

。

八

十

才

手

前

か

ら

十

数

度

に

恒

る

監

獄

の

ご

苦

労

、

特

に

八

十

九

歳

の

年

、

そ

の

冬

は

十

年

来

の

寒

さ

の

中

を

ご

苦

労

さ

れ

た

わ

れ

ら

の

お

ひ

な

が

た

を

銘

々

の

心

の

元

一

日

に

刻

み

込

も

う

。

天

理

市

遠

田

町

の

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

「

ひ

ま

わ

り

園

」

に

ギ

タ

ー

訪

問

を

依

頼

さ

れ

た

。

詰

所

に

来

て

か

ら

余

り

ギ

タ

ー

を

弾

い

て

い

な

い

の

で

久

し

ぶ

り

に

ギ

タ

ー

を

弾

く

と

弦

を

押

さ

え

る

左

指

が

柔

ら

か

く

な

っ

て

左

指

が

痛

い

。

弦

を

弾

く

右

指

も

ス

ピ

ー

ド

が

出

な

い

。

て

き

め

ん

だ

な

。

「

一

日

ギ

、

、

、

、

タ

ー

を

弾

か

な

い

と

自

分

に

分

か

り

、

三

日

弾

か

な

い

と

他

人

に

分

か

る

」

と

言

う

。

本

当

に

そ

の

通

り

だ

。

も

う

４

ヶ

月

近

く

お

ろ

そ

か

に

な

っ

て

い

る

。

こ

う

な

れ

ば

得

意

の

ア

ジ

の

開

き

戦

法

だ

。

開

き

直

り

で

す

唄

は

さ

て

お

き

面

白

話

で

笑

っ

て

も

ら

う

し

か

な

い

と

決

め

て

引

き

受

け

た

。

ま

あ

演

歌

漫

談

と

い

っ

た

と

こ

ろ

。

４

月

３

日

、

「

ふ

る

さ

と

園

」

に

行

く

。

参

加

者

は

約

人

位

。

分

程

の

お

楽

し

み

。

30

40

懸

命

に

ギ

タ

ー

を

弾

い

て

唄

う

。

皆

様

に

も

歌

集

を

渡

し

て

唄

っ

て

も

ら

う

。

し

ゃ

べ

り

は

好

調

、

ギ

タ

ー

は

不

調

だ

っ

た

点

々

頼

み

ま

す

。

で

も

帰

る

時

に

は

皆

様

口

々

に

「

楽

し

か

っ

た

」

「

ま

た

、

来

て

く

だ

さ

い

」

と

言

っ

て

下

さ

る

。

有

り

難

い

こ

と

や

。

こ

れ

か

ら

少

し

ず

つ

で

も

ギ

タ

ー

を

弾

か

ん

と

あ

か

ん

な

あ

。

次

回

を

約

し

て

詰

所

へ

帰

っ

た

。

(

ひ

)


